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ゾーン2の入力をNCとして
設定するときは、ショート金具
を外さないでください。
NOとして設定するときは、シ
ョート金具を外してください。

㊟

　警　告
取付け時は電源を切る。
　取付工事、配線工事の時は電源を切ってください。
　感電の原因となります。

電源は交流（AC）100Vで
　 電源は交流（AC）100Vでご使用ください。火災、感
電の原因となります。

絶縁プレートを取り付ける。
　 配線工事終了後、電源、無電圧端子部に付属の絶縁プ
レートを取り付けてください。ボリューム調整時など
に配線に触れ、感電のおそれがあります。

　注　意
工事は専門家に
　 取付工事、100Vの配線工事は必ず工事店、電気店（有
資格）に依頼してください。一般の方の100Vの工事
は法律で禁止されています。

配線は確実に
　 取扱説明書に従って確実に配線してください。
　火災、感電の原因となります。

出力の定格を守る。
　 無電圧出力、有電圧出力、センサ用電源には最大定格
を超えない器具を接続してください。

電   源
ＡＣ100Ｖ
50/60Hz

⑤④③②①

ＡＣ100Ｖ 負荷用電源

ＮＯ　　ＣＯＭ　　ＮＣ
無電圧出力 300Ｗ以下 有電圧出力

ＤＣ12Ｖ60mA
以下

センサ用電源
ＤＣ12Ｖ300mA
以下

ゾーン1入力

ゾーン2入力

NC接点で
のセンサ
1台接続時
の配線例

キースイッチ

キースイッチの使用は「7」
を参照ください。
※キースイッチ端子をご使用になら
ない場合は、必ず付属のショート
金具を取り付けてください。

ショート金具

ショート金具

ゾーン2の入力をNCとして
設定するときは、ショート金具
を外さないでください。
NOとして設定するときは、シ
ョート金具を外してください。

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫⑬ ⑭

NC

COM

NC/NO切換

㊟

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

NC接点で接続する場合 NO接点で接続する場合

リレー容量：1Ｃ300Ｗ以下
ライト、サイレン、回転灯等
を制御します。
「警戒モード」もしくは「ゾー
ン2をNO接点入力で使用し
ている」場合にセンサが検知
すると出力します。
出力時間は出力時間調整ボ
リュームで約2秒～約5分の
間で設定することができます。

無
電
圧
出
力

電源容量：DC12Ｖ300mA以下
センサ2個以上の接続の場合は
並列に配線します

セ
ン
サ
用
電
源

NC接点入力
　 センサ2個以上の接続の場合、
信号線は直列に配線します。

NO接点入力(ゾーン2のみ)
　 センサ2個以上の接続の場合、
信号線は並列に配線します。

入　
　

力

リレー容量：DC12Ｖ60mA以下
丸ベル等を制御します。
別売の丸ベル(BL-1)は2個まで接
続可能です。(2個接続の場合は並
列に配線します。)
「警戒モード」時にセンサが
検知すると出力します。出力
時間は出力時間調整ボリュー
ムで約2秒～約5分の間で設
定することができます。

有
電
圧
出
力

4ページ「5-1」の㊟を参照ください。

㊟入力端子をご使用にならない場合

センサを2台接続する場合の配線例
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㊟ ゾーン１またはゾーン２の入力端子をご使用にならない場合

センサとの配線長は上表を超えないようにしてく
ださい。
同配線に2台以上接続するときは上表値を台数分
で割った距離になります。
配線径はφ1.6㎜を超えないようにしてください。
上記の表は、センサを25～30mAとした時の目安で
す。センサの種類によっては配線長が短くなりま
すので、センサの取扱説明書もご覧ください。

線　径　　　　　
電　圧 DC12V

  0.3㎟（φ0.65㎜) 370ｍ
  0.5㎟（φ0.8㎜) 620ｍ
0.64㎟（φ0.9㎜) 800ｍ

　配線可能距離は…

ゾーン１のみご使用にならないときは‥
　ゾーン１のNC入力接点(⑩⑪端子)にショート金具を取り付けてください。
ゾーン２のみご使用にならないときは‥
　１．ゾーン２切換スイッチを「NC」に設定している場合、ゾーン２の入力接点
　　　(⑫⑪端子)にショート金具を取り付けてください。
　２． ゾーン２切換スイッチを「NO」に設定している場合、ゾーン２のショート金具

を取り外してください。
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　ライトの配線は…
　 無電圧出力・NO(③④端子)に電源と
ライトを直列に接続します。

電   源
AC 100V 無電圧出力 300W以下

NO    COM     NC

使用ライト
300W以下

NC

NO

COM
ゾーン1

ゾーン2

⑥

⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

① ② ③ ④ ⑤

AC100V 負荷用電源

㊟蛍光灯は使用できません。

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

NC接点で接続する場合 NO接点で接続する場合
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ゾーン1→ゾーン2と検知が続いた場合本体が動作し、チャイムと出力を出します。
逆にゾーン2→ゾーン1の方向では動作しません。(方向判別が可能です。)

ＡＣ100Ｖ 負荷用電源

電   源
ＡＣ100Ｖ 無電圧出力 300Ｗ以下

NO    COM     NC

有電圧出力

センサ用
電　　源

NCゾーン1

ゾーン2
COM

NC/NO

(受光側) (投光側)

⑥

⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

① ② ③ ④ ⑤

ゾーン2

ゾーン1

負荷

　使用するセンサは…
　投・受光タイプ(透過型)
　が必要です。(NC出力接
　点をもつセンサ)
　回転灯の配線は…
　 無電圧出力NO(③④端
子)に電源と回転灯を直
列に接続します。
　センサの配線は…
　 ゾーン1のセンサの警報
出力端子は⑩⑪端子
　 ゾーン2のセンサの警報
出力は⑫⑪端子
　電源線
　 ⑧(+)⑨(-)端子よりすべ
てのセンサに並列で接続
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は警報と出力（丸ベル、ライ
ト等）を出します。

外出する本人を検知した場合

帰宅した本人を検知した場合

または

外出時は警戒モードに設定後外出しますが

キースイッチを接続す
ると外部より警戒/来
客モードの切換が可能
です。

外出する本人または帰
宅した本人を警戒検知
より解除します。

〈動　作〉

　外部出力及び警報は

出力時間調整ボリュー
ムで設定した時間内、
出力及び警報を出し侵
入者を威嚇します。

　 モード切換スイッ
チは

点滅を継続します。

　 モード切換スイッチは
キースイッチがOFF
になった後

 さらに１分間
 点滅を継続します。
  １分後、キースイッチを
 ONにする前のモード状態
 に自動復帰します。

　 点滅のあった
ゾーン内を点
検してくださ
い。

　 モード切換スイッチは
キースイッチがOFF
になった後

　 ただちにキースイッチを
ONにする前のモード状
態に自動復帰します。

帰宅時
キースイッチ
OFF

外出中に

侵入はなかった。

外出中に

侵入があった

帰宅時
キースイッチ
OFF

　 キースイッチ端子間のシ
　ョート金具を外します。

⊖   ⊕

　 キースイッチを接続しま
す。
　<配線方法>参照

ゾーン1 ゾーン2

　 キースイッチをONにす
ると

ゾーン1、ゾーン2とも自動
的に警戒モードになります。

(注)　ワン-ウェイスイッチは、必ずOFFにしてください。
　　　ONになっていますと、キースイッチは作動しません。

〈設置方法〉

〈配線方法〉

㊟ 極性を間違わないように配線してください。

⑥① ② ③ ④ ⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬ ⑭

⊕

⊕

⊕
⊖

⊕

⊖

⊖

⊖
キースイッチ

有電圧出力
DC12V 
60mA
以下

センサ用電源
DC12V 
300mA
以下

NC

NC/NO切換

COM

ゾーン1入力

ゾーン2入力

1

2

3

4

5

6

7

CB-2

キースイッチ(NS-260A-S)

電   源
AC 100V
50/60Hz

NO    COM     NC
無電圧出力 300W以下

OFF ON

OFF

㊟ 端子3と端子6をリード線で配線します。

5913711 CB-2取説2A.indd   8 2006/12/12   11:24:24



5913711 CB-2取説2A.indd   9 2006/12/12   11:24:24



　 出力時間調整ボリュームが「約５分」になっ
ている。

　 センサエリア内で検知物が静止あるいは動
いている。

　 ゾーン２切換スイッチのＮＣ／ＮＯの切換
と接続センサの接点が合っていない。
　自己診断機能が作動している。
　 キースイッチのショート金具がはずれてい
る。

　 使用していないゾーンの入力端子への
ショート金具の取り付けが間違っている。

　 及びゾーン２切換スイッチの設定が間違っ
ている。

　 約５分間警報は鳴り続けます。
　約２秒～約５分の範囲で調整してください。
　エリア内から検知物を移動してください。

　 接続センサの接点に適合するようにゾーン2切換ス
イッチを合わせてください。
　「5-1.自己診断機能｣を参照ください。
　 キースイッチをご使用にならない場合は、ショート金
具を確実に固定してください。
　（「7.キースイッチについて」参照）
　 使用していないゾーンの入力端子にショート金具を
適切に取り付け、ゾーン２切換スイッチを設定し直し
てください。
　（ 「5-1.自己診断機能㊟ゾーン1またはゾーン２の入力
端子をご使用にならない場合」参照）

警　報
出　力
及び
モード切換スイッチ
の点滅が止まらない。

6 6
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